
平成１６年５月２４日

お 知 ら せ

河川敷工作物の撤去訓練
－洪水にそなえて－

河川敷に設置している遊具やバックネットなどを、洪水に備えて

撤去する訓練をします。

これらの工作物は洪水の時に邪魔になったり、橋にひっかかって

水位を上げたりと、災害を起こすおそれがあります。そのため、洪

水がくるときには、撤去することになっています。

国土交通省では、梅雨期や台風のシーズンを控えて、これら遊具等を設置している市町村等に、

撤去の訓練を行っていただいています。県内の吉井川、旭川、高梁川の三河川の直轄管理区間には、

対象施設が６０箇所ありますが、そのうち４箇所について訓練します。

国土交通省岡山河川事務所
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国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所

電話 ０８６（２２３）５１０１

副所長（事務） 周藤 修（内線２０２）

占用調整課長 末田 克則（内線３４１）

占用調整第二係長 伊原 伸一（内線３４４）



河川敷に設置されている工作物等の撤去訓練の実施について

河川は、水が流れる所であり、私たちの生活に欠かせない水を供給してくれるほか洪水

時には河川敷一杯になってその水を流し、私たちの生活や財産を守ってくれています。

そして、通常時にはその空間を安らぎや憩いの場として活用するために、地方公共団体

等が、河川管理者から占用の許可を受けて、運動グランドや広場などを整備し、多くの皆

さんが利用しています。

これらの施設には、バックネットや日陰をつくる四阿（あずまや）等、洪水時には流出

して水門や堤防を損傷したり、あるいは水の流れを妨げるなどして沿川地区に浸水の被害

を及ぼすことがあります。

このため、洪水時には施設管理者において、流出するおそれのある工作物を河川敷から

撤去することが義務づけられています。

このようなことから、毎年、梅雨や台風のシーズンの前に施設管理者の方々に、これら

の工作物の撤去訓練を行っていただいています。

今年も、国土交通省が管理する吉井川（３箇所 、百間川（１箇所 、において、撤去訓） ）

練が行われます。

平成１５年度撤去訓練の様子（吉井川左岸 吉井川総合運動場にて）



（参考）

国土交通省岡山河川事務所で管理している区間には、一般の利用に供している運動場等

が７４カ所あります。

吉井川水系１７カ所 （うち工作物等を設置している箇所 １３カ所）

旭川水系 ３３カ所 （うち工作物等を設置している箇所 ２８カ所）

高梁川水系２４カ所 （うち工作物等を設置している箇所 １９カ所）

計 ７４カ所 （うち工作物等を設置している箇所 ６０カ所）



河　川　名 実　施　者 実　施　場　所 訓　練　実　施　日　時 左・右岸 撤　去　対　象　物　件 連　絡　先

吉井川 瀬戸町 総合運動場 赤磐郡瀬戸町弓削
平成１６年５月２５日（火）
午前　９：４０

左 移動式トイレ、四阿（あずまや）他
瀬戸町産業建設課
（０８６９）５２－１１１１

熊山町 運動場 赤磐郡熊山町釣井
平成１６年６月１日（火）
午前　10：３０

右 バックネット、テント他
熊山町教育委員会
０８６９－９５－１２１１

熊山町 運動場 赤磐郡熊山町千躰
平成１６年６月１日（火）
午前　９：３０

左 移動式トイレ、テント他
熊山町教育委員会
０８６９－９５－１２１１

百間川 岡山市 百間川緑地 岡山市兼基地内
平成１６年６月１日（火）
午後　２：３０

左 ネット、審判台、物置他
岡山市公園緑地部緑化推進課
０８６－８０３－１０００



吉井川 百間川

①運動場（熊山町千躰地先） ④百間川緑地（岡山市兼基地先）
　　（左岸　熊山橋の下） （左岸　沢田橋から５００ｍ下流）
②運動場（熊山町釣井地先）
（右岸　山陽自動車道より上流４００ｍ付近）
③総合運動場（瀬戸町弓削地先）
（左岸　弓削橋から１ｋｍ下流付近）

④

　　　　　　　　今谷橋

備前大橋（国道２号）

熊山橋

山陽自動車道

弓削橋

①

②

坂根堰

沢田橋③

最川原橋

国道250号百間川橋




